
●平成27年度臨時総会 （２）
●県議会議員と商工会長との懇談会 （2）
●春の叙勲 （2）
●よろず支援拠点サテライトオフィス上杉オープン （3）
●平成27年度優良企業認定事業所紹介（石塚養蜂園） （4）
●商店街まちづくり事業（遠田商工会） （4）
●杜の都信用金庫と包括連携協定締結
　　　　　　　　　　（多賀城・七ヶ浜商工会） （4）
●持続化補助金活用レポート④ （5）
●「軽減税率対策補助金」のご案内 （5）
●急増するウィルスへの対策を （6）
●ぼくのお父さん（登米中央商工会青年部） （6）
●人事異動のお知らせ （7）
●協会けんぽ宮城支部からのお知らせ （7）
●青年部•女性部コーナー （8）
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約3万平方メートルの敷地を有する「南くりこま高原一迫ゆ
り園」では、毎年6月中旬から7月下旬にかけてユリの花がベ
ストシーズンを迎えます。
約200品種、15万株の鮮やかなユリの花が競演し、美しい

花々と上品な香りが漂います。中でもみどころは、スケール感
たっぷりの「ユリのサークル」。色とりどりのユリの植栽で巧
みに描いたデザインが、幻想的な風景画の世界へと誘います。
■開催期間／平成28年6月17日(金)から7月下旬まで
■入 園 料／大人670円　高校生以下310円
　　　　　　団体大人535円　団体高校生以下250円

（団体は20名以上）
■交　　通／JR仙台駅・西口バスプールより東日本急行バス

「一迫総合支所前」行きにて終点下車徒歩約10分、
または東北自動車道、築館ICから車で約20分。

■問合せ先／南くりこま高原一迫ゆり園 TEL0228-52-4551
　　　　　　一迫観光協会 TEL0228-52-2114

上品なユリの香りと美しさに満たされて
南くりこま高原一迫ゆり園
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去
る
二
月
二
十
五
日
、
パ
レ
ス

宮
城
野
に
お
い
て
、
宮
城
県
議
会

議
員
の
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

商
工
議
員
連
盟
の
先
生
方
二
十
七

名
と
の
懇
談
会
が
商
工
会
長
等

三
十
一
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。懇

談
会
で
は
、
宮
城
県
経
済

商
工
観
光
部
吉
田
祐
幸
部
長
か

ら
、
宮
城
県
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
基
本

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
頂

い
た
後
、
本
会
か
ら
小
規
模
基
本

法
・
小
規
模
支
援
法
の
概
要
、
平

成
二
十
七
年
度
補
正
及
び
平
成

二
十
八
年
度
当
初
予
算
案
に
お
け

る
商
工
会
等
関
係
予
算
に
つ
い
て

説
明
し
懇
談
に
入
っ
た
。

懇
談
会
は
、
佐
藤
会
長
の
座
長

で
進
め
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

向
け
た
要
望
活
動
の
支
援
。ま
た
、

地
域
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
行
う
「
地
域
経
済
活
性

化
懇
談
会
」
の
開
催
や
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
災
害
リ
ス
ク
の
軽

減
を
支
援
す
る
た
め
、「
地
震
等

災
害
時
休
業
対
応
応
援
共
済
」
を

新
た
に
導
入
す
る
こ
と
な
ど
、
六

つ
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

平
成
二
十
七
年
度
本
会
臨
時
総

会
が
三
月
二
十
五
日
、
東
北
経
済

産
業
局
長
（
代
理
：
藤
本
隆
産
業

部
経
営
支
援
課
長
）
等
を
は
じ
め

ご
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
仙
台
で
開
催
さ

れ
た
。

佐
藤
会
長
は
「
震
災
か
ら
五
年

が
経
過
し
た
。
引
き
続
き
、
被
災

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
早
期
復

興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
支
援
す

る
。
ま
た
、県
内
全
商
工
会
の「
経

営
発
達
支
援
計
画
」
認
定
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
認
定
を
受
け
た

商
工
会
が
行
う
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
へ
の
取
組
み
に
対
し

て
支
援
す
る
。
更
に
、商
工
会
は
、

国
が
提
唱
す
る
一
億
総
活
躍
・
地

方
創
生
の
主
体
的
役
割
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
地
域
経
済
活
性
化
懇

談
会
」
を
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
開
催
し
、
地
域
活
性
化
事
業
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
疲
弊
す
る
地
域
商
店
街
を

再
生
す
る
た
め
、
商
店
街
及
び
個

店
が
抱
え
て
い
る
問
題
・
課
題
を

解
決
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
。」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
栗
原
南
部
商

工
会
の
阿
部
忠
雄
会
長
を
選
出
し

議
事
に
入
っ
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
総
額
約
四
億

六
千
六
百
万
円
の
収
支
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
新
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、「
東

日
本
大
震
災
被
災
商
工
会
等
に
対

す
る
継
続
的
な
支
援
」
を
重
点
項

目
の
第
一
番
目
に
掲
げ
、
復
旧
・

復
興
に
活
用
可
能
な
各
種
施
策
を

駆
使
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
改

正
小
規
模
支
援
法
に
基
づ
く
「
経

営
発
達
支
援
計
画
」
の
県
内
全
商

工
会
の
平
成
二
十
八
年
度
内
認
定

や
商
工
会
が
各
市
町
村
に
対
し
て

行
う
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に

挨拶する佐藤会長

臨時総会の様子

宮城県議会議員との懇談会の様子

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
を
支
援

︱
平
成
二
十
七
年
度
臨
時
総
会
︱

県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

基
本
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換

︱
県
議
会
議
員
と
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
︱

本
総
会
で
は
七
議
案
が
上
程
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
提
案
さ

れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

重
点
事
業

一
．
東
日
本
大
震
災
被
災
商
工

会
等
に
対
す
る
継
続
的
な

支
援

二
．
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

を
踏
ま
え
た
小
規
模
企
業

支
援
施
策
の
強
力
な
推
進

三
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
に
向
け
た
支

援
の
強
化

四
．
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充

強
化

五
．
人
財
育
成
の
推
進

六
．
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
・

支
援

平
成
二
十
八
年
度

春
の
叙
勲

こ
の
度
、
商
工
会
関
係
で

本
会
前
副
会
長
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
晴
れ
の
栄
誉
に

輝
か
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
旭
日
単
光
章
】

高橋　勝利　氏
（登米中央商工会前会長）
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サテライトの相談室

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
こ
の

四
月
か
ら
三
期
目
に
入
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
当
拠
点
は
、
会
員
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

全
国
四
十
七
拠
点
の
中
で
も
相
談

実
績
や
満
足
度
調
査
等
で
非
常
に

良
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

も
の
の
、
そ
れ
に
伴
っ
て
相
談
依

頼
が
日
に
日
に
増
加
し
、
皆
様
か

ら
の
ご
相
談
に
迅
速
な
対
応
が
出

来
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
県
商
工
会

連
合
会
の
事
務
所
近
く
に
「
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
上
杉
」
を
四
月

に
開
設
し
、
弁
護
士
や
特
定
社
会

保
険
労
務
士
等
、
強
力
な
新
メ
ン

バ
ー
を
加
え
、
増
加
が
見
込
ま
れ

る
相
談
依
頼
に
対
し
、
よ
り
迅
速

に
、
よ
り
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
大
幅
に
強
化
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
以
前

か
ら
ご
要
望
の
多
か
っ
た
休
日
、

夜
間
の
相
談
対
応
も
五
月
か
ら
開

始
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
各

商
工
会
で
の
出
張
相
談
会
を
更
に

積
極
的
に
開
催
す
る
の
に
加
え
、

今
年
度
は
、
県
内
各
地
の
地
方
振

興
事
務
所
で
の
月
一回
の
定
期
出
張

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

他
に
も
、
商
工
会
、
日
本
百
貨

店
協
会
と
連
携
し
て
の
加
工
食
品

等
に
関
す
る
商
品
開
発
商
談
会

や
、
拠
点
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
っ
て
、
売
上
拡
大
に
役
立
つ
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
各
地
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

更
に
強
力
と
なっ
た
宮
城
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
経
済
産

業
省
が
都
道
府
県
毎
に
、
事
業
者

様
の
あ
ら
ゆ
る
経
営
相
談
に
対
応

す
る
た
め
開
設
し
た
無
料
で
長
期

的
な
相
談
窓
口
で
す
。

●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
上
杉
」オ
ー
プ
ン
！

〜
休
日
・
夜
間
の
経
営
相
談
に
も
対
応
〜

サテライトオフィス上杉
住　所　仙台市青葉区上杉1丁目16－8
　　　　　（プロスペール本田　3階）
ＴＥＬ　022－393－0844
ＦＡＸ　022－393－8045

宮城県よろず支援拠点
H28年度スタッフ

役職　氏名
専門分野 チーフコーディネーター　田中　宏司

拠点統括、新事業、ものづくり
コーディネーター　菅野　史朗
経営改善、事業再生

コーディネーター　守屋　秀一
売上拡大、経営改善

コーディネーター　後藤　毅
事業戦略、情報化

コーディネーター　工藤　弘之
事業連携、ものづくり

コーディネーター　加藤　真二
売上拡大、新事業

コーディネーター　小野寺　哲
事業再生、経営計画

コーディネーター　細野　哲平
情報化、eコマース

コーディネーター　青木　康夫
経営改善、経営計画

コーディネーター　笠原　太良（弁護士）
経営改善、経営法務

コーディネーター　今野　一郎（特定社労士）
人事労務、社会保険

災害等の休業リスクを応援!　地震等災害時休業対応応援共済
本共済は、①地震・噴火・津波などの天災、②台風・洪水・雪害などの自然災害、
③火災・落雷事故等の災害時に、被災者が行う休業対応を応援する「分かりやすく、
かつ迅速な共済金の支払い」が最大の特徴の共済制度です。

● 応援共済金
【全損応援共済金】　　事業再開に資するため、契約時に予め約定した粗利益日額に約定日数を乗じた額を最大３回に分けて支払う。

事故日から6ヶ月及び3,000万円を引受限度額とする。
【一部損応援共済金】　事業再開に資するため、事故日から連続して4日以上休業した場合、契約時に予め約定した粗利益日額に休業

日数（約定日数は、30・60・90日のいずれかを加入時選択）を乗じた額を支払う。
● 加入対象者　継続的に事業を営む中小企業、小規模企業、個人事業主
● 引受内容　　引き受けにあたっては事業所所在地、建物構造、業種、建築年月日、事業規模等により判断する。

【お問い合わせ・お申込み】　最寄りの商工会　もしくは　宮城県火災共済協同組合（℡022-263-1265）まで
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当
養
蜂
園
は
、
平
成
九
年
に
現

在
の
丸
森
町
耕
野
地
区
に
て
開
業

以
来
、
農
家
へ
の
交
配
用
蜜
蜂
の

貸
し
出
し
を
主
た
る
業
務
と
し
て

そ
の
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
。
東

日
本
大
震
災
発
生
後
、
主
要
な
顧

客
で
あ
っ
た
宮
城
県
南
沿
岸
部
の

イ
チ
ゴ
農
家
等
の
取
引
が
減
少
し

た
も
の
の
、
本
業
の
主
軸
を
蜂
蜜

の
採
蜜
と
そ
の
加
工
に
シ
フ
ト
さ

せ
、
売
上
減
少
を
上
手
に
カ
バ
ー

し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
仙
南
地
域

で
の
採
蜜
に
加
え
、
遠
く
秋
田
県

の
国
有
林
で
の
採
蜜
も
行
っ
て
お

り
、
ア
カ
シ
ア
・
と
ち
・
百
花
・

菜
の
花
・
り
ん
ご
・
そ
ば
な
ど
様
々

な
特
徴
の
あ
る
蜂
蜜
を
取
り
扱
っ

耕野はちみつ商品の数々

街路灯に設置した防犯カメラ

包括連携協定締結式

美
里
町
で
は
、
駐
車
場
内
で
の

車
上
荒
ら
し
や
酒
場
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
不
法
侵
入
事
件
等
が
多
発
し

て
お
り
、
様
々
な
事
件
、
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
、
安
心
・
安
全
な
住

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
商
工
会
が
支
援
し
、

地
元
の
小
牛
田
駅
前
商
店
会
（
前

原
吉
宏
会
長
）が
設
置
者
と
な
り
、

国
の
「
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
事
業

費
補
助
金
」
の
活
用
と
、
美
里
町

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
（
安

住
政
之
会
長
）
で
は
、
地
方
創
生

に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と
し

て
、
杜
の
都
信
用
金
庫
と
の
包
括

連
携
に
関
す
る
協
定
を
三
月
三
十

日
に
締
結
し
た
。

商
工
会
が
金
融
機
関
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
東
北

で
は
初
め
て
と
な
り
、
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援

を
主
な
事
業
に
掲
げ
、
双
方
の
持

つ
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
多
賀

城
市
並
び
に
七
ヶ
浜
町
に
お
け
る

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り

ま
す
。

︱
平
成
二
十
七
年
度
優
良
企
業
認
定
事
業
所
︱

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し
て

販
路
拡
大
を
図
る

石
塚
養
蜂
園
（
丸
森
町
商
工
会
）

【企業概要】
事業所名：石塚養蜂園

所 在 地：伊具郡丸森町耕野字大高丸

１番 1-67

連 絡 先：0224-75-3533

代 表 者：石塚武夫

Ｕ Ｒ Ｌ：http://i-yohoen.jimdo.com/

て
い
る
。
ま
た
蜂
蜜
の
ほ
か
、
蜜

鑞
の
キ
ャ
ン
ド
ル
や
石
鹸
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
取
扱
も
行
っ
て

い
る
。

当
社
は
、
新
規
販
路
開
拓
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
従
来
の
販
路

で
あ
る
町
内
の
直
売
所
の
み
な
ら

ず
、
新
規
先
と
し
て
近
隣
の
東
北

自
動
車
道
Ｓ
Ａ
（
菅
生
、
国
見
）

の
ほ
か
、
農
家
の
お
店
お
て
ん
と

さ
ん
、
秋
保
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
「
ア
グ

リ
エ
の
森
」、
更
に
フ
レ
ス
コ
キ

ク
チ
や
イ
ト
ー
チ
ェ
ー
ン
等
の

ス
ー
パ
ー
に
も
取
扱
い
店
を
広

げ
、着
実
に
販
路
を
広
げ
て
い
る
。

現
在
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、商
工
会
の
支
援
の
も
と
、フ
ー

ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し

て
蜂
蜜
キ
ャ
ラ
メ
ル
や
蜂
蜜
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
県
の
施
策
を
活
用
し
開

発
を
行
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
今
夏
を
目
途
に
販

売
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。ま

た
、
既
存
客
の
囲
い
込
み
を

目
的
と
し
た
養
蜂
体
験
・
見
学
ツ

ア
ー
の
受
入
が
で
き
る
よ
う
、
敷

地
内
に
体
験
用
の
施
設
や
直
売
施

設
の
設
置
・
必
要
な
土
地
の
整
地

を
行
う
な
ど
準
備
を
着
々
と
進
め

て
い
る
な
ど
、
精
力
的
に
新
た
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
り
、

今
後
の
更
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ

る
。

化
を
行
っ
た
。

カ
メ
ラ
は
地
面
か
ら
約
四
ｍ
の

高
さ
に
取
付
け
、
九
十
度
の
画
角

か
ら
広
い
範
囲
で
撮
影
。
二
十
四

時
間
稼
働
し
、
毎
秒
十
五
フ
レ
ー

ム
と
い
う
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を

判
別
で
き
る
ほ
ど
高
精
細
な
動
画

を
撮
影
で
き
る
。

運
用
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
、
警
察
か
ら
要
請

を
受
け
た
際
の
み
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で

デ
ー
タ
を
取
り
出
す
と
い
う
規
約

を
設
け
て
い
る
。

本
体
表
面
に
は
啓
発
を
兼
ね
て

「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
な
ど
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
る
。

︱
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
事
業
︱

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で

安
心
安
全
な
生
活
環
境
を
整
備

遠
田
商
工
会

更
な
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
て

杜
の
都
信
用
金
庫
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

か
ら
の
補
助
を
受
け
、
平
成
二
十

七
年
六
月
に
防
犯
カ
メ
ラ
六
台
の

設
置
と
、
既
存
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
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◆
取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ

当
店
は
、
昭
和
十
八
年

以
前
よ
り
加
美
町
宮
崎
で

三
嶋
八
百
屋
の
屋
号
で
創

業
し
、
現
在
で
は
宮
崎
地

区
内
唯
一
の
豆
腐
屋
と
し

て
営
ん
で
お
り
ま
す
。

創
業
以
来
、
地
場
産
大

豆
を
使
っ
た
豆
腐
「
み
や

ざ
き
そ
だ
ち
」を
は
じ
め
、

手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
商

品
で
お
客
様
に
ご
愛
顧
頂

い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
商
品
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
商
品
名
も
付
け

ず
、
無
地
透
明
の
袋
で
販

売
し
て
い
た
細
長
い
ス

テ
ィ
ッ
ク
状
の
油
揚
げ

が
、「
そ
の
ま
ま
焼
く
だ

け
で
お
酒
の
つ
ま
み
に
な

る
」「
何
か
と
使
い
勝
手
の
良
い

形
状
だ
」
と
、
最
近
特
に
購
入
者

が
増
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
商
品
の
訴
求
力
を

高
め
る
こ
と
で
若
い
世
代
の
方
に

も
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
来
店
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
に
し
よ
う
と
、
パ
ン
の
耳
に

形
状
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
商
品

名
を
「
み
み
揚
」
と
命
名
。
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
て
商
品
の
販

促
活
動
に
取
り
組
み
、
当
店
自
慢

の
逸
品
と
し
て
販
路
拡
大
に
努
め

ま
し
た
。

◆
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

①
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
良

ま
ず
は
商
品
名
を
入
れ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
袋
を
作
成
。
更
に
「
食
べ

方
い
ろ
い
ろ
ス
テ
ィ
ッ
ク
油
揚
」

と
商
品
の
特
徴
も
表
記
し
、
お
客

様
に
対
す
る
訴
求
効
果
を
狙
っ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
袋
と
し
た
。

②
の
ぼ
り
旗
設
置
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

全
面
に
商
品
名
「
み
み
揚
」
を

掲
げ
た
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
店

舗
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト

出
店
時
等
に
も
掲
示
し
、
商
品
名

の
認
知
度
向
上
と
販
売
促
進
に
つ

な
げ
た
。

◆
本
事
業
が
も
た
ら
し
た
効
果

「
み
み
揚
っ
て
何
？
」
と
言
う

来
店
客
が
増
え
、
地
元
を
始
め
、

町
内
外
の
お
客
様
に
も
商
品
の
認

知
度
が
ア
ッ
プ
し
、
お
土
産
と
し

て
の
需
要
も
増
え
売
上
は
好
調
。

更
に
、
来
店
者
が
増
え
た
こ
と
で

既
存
商
品
の
売
上
増
加
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。

◆
今
後
の
展
望

本
事
業
を
き
っ
か
け
に
継
続
し

た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
当
店
の
看

板
商
品
へ
と
育
成
す
る
と
と
も
に

町
の
豆
腐
屋
と
し
て
、
地
産
地
消

を
基
本
に
安
心
・
安
全
な
食
の
提

供
と
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
店
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
。【企業概要】

事業者名：三嶋八百屋
代 表 者：三嶋　幸夫
所 在 地：〒 981-4401
　　　　　加美郡加美町宮崎字町 24
Ｔ Ｅ Ｌ：0229-69-5048
Ｆ Ａ Ｘ：0229-69-5048
営業時間：7：00− 19：00
休　　日：不定休

当店特製の「みみ揚」はいかがですか

“
知
る
人
ぞ
知
る
”
逸
品

「
み
み
揚
」
で
売
上
ア
ッ
プ
を
図
る

三
嶋
八
百
屋
（
加
美
商
工
会
）

経営指導員の声
本事業の実施後、商品の認知
度が高まり、すぐに効果が表
れた取組みでした。お客様に
喜んでいただける店づくりに
繋がるような支援を引き続き
行って参ります。
宮崎支所経営指導員 佐藤 哲二

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ④

「軽減税率対策補助金」のご案内
消費税軽減税率制度への対応が必要な中小企業・小規模事業者の方々が複数税率対応レジの導入や、受発注
システムの改修などを行うにあたって、その経費の一部を補助する制度です。
※「所得税法等の一部を改正する法律案」の成立日（平成28年 3 月29日）から平成29年 3 月31日までに導
入、または改良等が完成したものが支援対象となります。

【Ａ型】複数税率対応レジ導入等支援
複数税率に対応できるレジを新しく導入した
り、対応できるように既存のレジを改修した
りするときに使える補助金です。
●補助率　　原則 2 / 3
●補助上限　 1台あたり20万円
●申請受付期限　平成29年 5 月31日までに申
請（事後申請）

【B型】受発注システムの改修等支援
電子的な受発注システム（EDI/EOS等）を利用する事
業者のうち、複数税率に対応するために必要となる機能
について、改修・入替を行う場合に使える補助金です。
●補助率　　原則 2 / 3
●補助上限　1000万円（小売事業者）
　　　　　　 150万円（卸売事業者等）
●申請受付期限　
【Ｂ- 1 】平成29年 3 月31日までに事業が完了するよう

申請（事前申請）
【Ｂ- 2 】平成29年 5 月31日までに申請（事後申請）

本補助金の詳細については、ホームページを
ご確認ください。随時更新されます。

http://kzt-hojo.jp/

お問合わせ　軽減税率対策補助金事務局　0570（053）555　【IP電話等から　03（6627）1316】
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す
が
、
日
々
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
が

拡
散
さ
れ
て
い
る
た
め
、
対
策
ソ

フ
ト
だ
け
で
は
一
〇
〇
％
防
御
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。特
に
ユ
ー

ザ
ー
が
自
ら
実
行
（
開
い
て
）
し

ま
う
操
作
に
対
し
て
は
完
全
に
対

応
で
き
な
い
た
め
、
利
用
者
自
身

が
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
閲

覧
す
る
た
め
の
ア
ド
ビ
リ
ー
ダ
ー

等
の
、
広
く
ユ
ー
ザ
ー
に
利
用
さ

れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
悪
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

常
に
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
す
る
な

ど
の
対
策
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
数
ヶ
月
の
間
、
公
的
団
体

や
注
文
、
請
求
等
の
事
業
活
動
を

装
っ
た
パ
ソ
コ
ン
ウ
イ
ル
ス
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
行

政
法
人 

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
で
は
、
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。

近
年
の
パ
ソ
コ
ン
ウ
イ
ル
ス
の

特
徴
は
、
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
の
持

ち
出
し
を
試
み
る
も
の
か
ら
、
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
盗
み
取
る
こ

と
で
ネ
ッ
ト
銀
行
等
か
ら
金
銭
を

搾
取
す
る
も
の
、
ま
た
は
パ
ソ
コ

ン
内
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
な
い
よ

う
改
ざ
ん
し
て
金
銭
を
要
求
す
る

等
、
感
染
時
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

主
な
感
染
ル
ー
ト
は
、

メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
、

不
正
な
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
ま
た
は
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
脆
弱
性

を
利
用
さ
れ
る
等
で
す
。

メ
ー
ル
を
利
用
し
た
例
で

は
、
重
要
な
要
件
や
緊
急

事
態
を
装
い
、
受
信
者
が

思
わ
ず
開
封
し
て
し
ま
う

よ
う
な
内
容
で
あ
る
な
ど

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
特

定
の
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
促
す
内
容
の

メ
ー
ル
に
は
十
分
な
留
意

が
必
要
で
す
。

な
お
、
ウ
イ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
の
導
入
は
必
須
で

郵便物の預かりのお知らせを装ったメール

僕
の
お
父
さ
ん
は
、リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
事
を
し
て
い
て
、日

曜
日
し
か
休
み
が
あ
り
ま
せ

ん
。毎
日
遅
く
ま
で
仕
事
を
し

て
、朝
は
早
く
仕
事
に
出
か
け

る
の
で
平
日
は
あ
ま
り
、お
父

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
ま
せ

ん
。そ

の
た
め
、僕
が
毎
週
楽
し

み
に
し
て
い
る
事
は
、日
曜
日

に
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ

る
事
で
す
。

で
も
、お
父
さ
ん
と
遊
ん
で

い
る
と
、楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、一
緒
に
い

ら
れ
る
時
間
は
少
な
く
感
じ
ま

す
。で
も
、そ
の
一
日
で
お
父
さ

ん
の
笑
顔
や
怒
っ
た
顔
を
見
ら

れ
て
僕
は
す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。お

父
さ
ん
は
毎
日
仕
事
で
疲

れ
て
い
る
の
で
休
み
の
日
は
よ

く
お
昼
寝
を
し
ま
す
。

そ
の
時
は
、家
族
み
ん
な
で
、

お
父
さ
ん
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ず
か
に
し
て
い
ま
す
。「
お

父
さ
ん
明
日
も
頑

張
っ
て
ね
」と
い
う

思
い
で
、日
曜
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、こ
れ

か
ら
も
お
仕
事
と

青
年
部
を
頑
張
っ
て

ね
。い
つ
も
遊
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。

高田劉汐くんと愛猫のあんきなちゃん

高た
か
だ田

　
劉る

せ汐
く
ん
　
　

（
登
米
市
立
佐
沼
小
学
校
三
年
）

　

㈱
高
田
商
店

登
米
中
央
商
工
会
青
年
部　

高た
か
だ田　

正ま
さ
な
お奉
さ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

官
公
庁
や
日
本
郵
政
を
語
っ
た
メ
ー
ル
に
注
意
！

急
増
す
る
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を

平成28年経済センサス－活動調査を実施します。

総務省・経済産業省・宮城県・市区町村

●平成28年6月1日現在で行います。
●全国すべての事業所・企業が対象となります。
●「統計法」という法律に基づく基幹統計調査として実施します。
●回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対に使用しません。
●平成28年経済センサス－活動調査ではインターネット回答を推奨しています。

インターネットでご回答ください！

平成28年6月1日

ぜひ！
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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

四
月
一
日
付
で
次
の
職
員
が
異

動
に
な
り
ま
し
た
。

新
勤
務
地
に
お
い
て
も
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、（　
　

）
内
は
旧
勤
務

地
の
商
工
会
で
す
。

【
事
務
局
長
】

み
や
ぎ
仙
台　

齋
藤　
　

茂（
く
ろ
か
わ
）

く
ろ
か
わ　

佐
藤　
　

亨（
大

崎
）

加

美　

髙
橋　
　

彰（
玉

造
）

玉

造　

渋
谷　

寿
行（
加

美
）

大

崎　

櫻
井　
　

勝（
大

崎
）

栗
駒
鶯
沢　

小
泉　
　

博（
栗
駒
鶯
沢
）

南
三
陸　

佐
々
木
正
司（
南
三
陸
）

【
経
営
指
導
員
】

角
田
市　

羽
賀　

謙
二（
柴
田
町
）

川
崎
町　

伊
藤　

康
明（
亘
理
山
元
）

亘
理
山
元　

大
沼　

俊
一（
角
田
市
）

亘
理
山
元　

小
川　
　

剛（
名
取
市
）

み
や
ぎ
仙
台　

加
賀　
　

英（
多
賀
城･

七
ヶ
浜

）

み
や
ぎ
仙
台　

尾
口　

紀
嘉（
東
松
島
市
）

多
賀
城･

七
ヶ
浜　

佐
藤　

央
志（
連
合
会
）

多
賀
城･

七
ヶ
浜　

遠
藤　

伸
也（
連
合
会
）

利
府
松
島　

早
坂　

崇
主（
石
巻
か
ほ
く
）

く
ろ
か
わ　

野
村　

俊
介（
南
三
陸
）

加

美　

跡
部　

香
名（
大

崎
）

玉

造　

結
城　

彦
展（
遠

田
）

大

崎　

伊
藤　

敏
宏（
登
米
中
央
）

大

崎　

馬
場　

伸
行（
く
ろ
か
わ
）

遠

田　

角
田　

晴
彦（
登
米
み
な
み
）

遠

田　

馬
場　

章
禎（
く
ろ
か
わ
）

栗
駒
鶯
沢　

阿
部
敬
一
郎（
利
府
松
島
）

登
米
中
央　

野
田　

哲
也（
遠

田
）

み
や
ぎ
北
上　

櫻　
　

和
宏（
東
松
島
市
）

み
や
ぎ
北
上　

尾
形　

達
彦（
加

美
）

登
米
み
な
み　

上
村　

拓
也（
玉

造
）

東
松
島
市　

相
澤　

義
広（
み
や
ぎ
北
上
）

東
松
島
市　

小
田
木
一
樹（
多
賀
城･

七
ヶ
浜

）

東
松
島
市　

小
林　

潤
也（
連
合
会
）

石
巻
か
ほ
く　

小
畑　

和
子（
み
や
ぎ
北
上
）

南
三
陸　

浜
田　

正
俊（
本
吉
唐
桑
）

本
吉
唐
桑　

餅　
　

祐
輝（
登
米
中
央
）

連
合
会　

金
森　

広
志（
亘
理
山
元
）

中
小
企
業
大
学
校
仙
台
校
派
遣

　
　
　
　

矢
島　

亮
平（
み
や
ぎ
仙
台
）

【
経
営
指
導
員
研
修
生
】

連
合
会　

佐
藤　

和
樹（
新
規
採
用
）

【
事
務
職
員
】

く
ろ
か
わ　

武
藤　

理
恵（
加

美
）

加

美　

菅
原　

聖
子（
玉

造
）

加

美　

佐
藤　
　

有（
み
や
ぎ
北
上
）

玉

造　

伊
藤　

由
美（
加

美
）

大

崎　

及
川　

裕
美（
く
ろ
か
わ
）

遠

田　

櫻
井　

静
香（
登
米
中
央
）

一
迫
花
山　

佐
藤
ひ
ろ
え（
栗
原
南
部
）

登
米
中
央　

酒
井　

裕
二（
河
南
桃
生
）

東
松
島
市　

岸
栁　

光
洋（
利
府
松
島
）

河
南
桃
生　

坂
口　

由
佳（
遠

田
）

名
取
市　

小
野　

莉
奈（
新
規
採
用
）

柴
田
町　

早
坂　
　

公（
新
規
採
用
）

多
賀
城･

七
ヶ
浜　

工
藤　
　

奏（
新
規
採
用
）

く
ろ
か
わ　

今
野　

千
明（
新
規
採
用
）

加

美　

神
保　

翔
平（
新
規
採
用
）

栗
原
南
部　

木
村　

奎
介（
新
規
採
用
）

栗
駒
鶯
沢　

早
坂　

美
紀（
新
規
採
用
）

登
米
中
央　

南
部　
　

諒（
新
規
採
用
）

み
や
ぎ
北
上　

鈴
木　
　

源（
新
規
採
用
）

【
シ
ニ
ア
支
援
員
】

利
府
松
島　

赤
間　

利
己（
東
松
島
市
）

石
巻
か
ほ
く　

平　
　

貞
子（
石
巻
か
ほ
く
）
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会
長
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
委
員
長
を

務
め
る
震
災
復
興
委
員
会
、
企
画

運
営
委
員
会
、
情
報
委
員
会
の
活

動
を
報
告
し
、
最
後
に
小
松
会
長

か
ら
本
県
青
連
全
体
の
事
業
に
つ

い
て
総
括
報
告
を
行
っ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
や
成
果
等
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
り
、
名
刺

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
家
業
や
地

域
の
業
況
等
に
つ
い
て
も
活
発
に

情
報
を
交
わ
し
た
。

年
間
を
通
し
て
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
、
女

性
の
感
性
を
経
営
に
活
か
し
、
共

に
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

ま
し
ょ
う
！ 

〈
女
性
部
へ
の
加
入
資
格
〉

・
商
工
会
の
会
員
も
し
く
は
そ

の
配
偶
者

・
商
工
会
の
会
員
の
親
族
で

あ
っ
て
、
そ
の
事
業
に
従
事

し
て
い
る
女
性
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
商

工
会
ま
で
！

組
織
の
垣
根
を
越
え

更
な
る
連
携
を
強
化

︱
宮
城
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
代
表
者
と
の
交
流
研
修
会
︱

去
る
三
月
十
八
日
、
宮
城
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
代
表

者
と
の
交
流
研
修
会
を
ア
ー
ク
仙

台
貸
会
議
室
を
会
場
に
、
商
工
会

議
所
青
年
部
十
六
名
と
本
会
役
員

等
十
五
名
が
参
加
の
下
開
催
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
共
に
地
域
活

性
化
の
担
い
手
で
あ
る
若
手
経
営

者
及
び
後
継
者
が
組
織
の
垣
根
を

越
え
て
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の
活

動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て

連
携
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
他
地

域
の
事
業
者
と
の
異
業
種
交
流
の

場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

出
席
者
各
自
か
ら
自
己
紹
介
が

あ
っ
た
後
、
両
団
体
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
報
告
。
本
会
か
ら
は
副

宮
城
県
内
の
商
工
会
女
性
部
は

地
元
商
工
業
の
発
展
と
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
多
彩
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
接
客
講
座

や
パ
ソ
コ
ン
講
習
等
の
資
質
向
上

を
図
る
研
修
会
を
は
じ
め
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
地
域
活

動
、
県
内
外
の
商
工
会
女
性
部
と

の
交
流
を
深
め
る
親
睦
活
動
な
ど

異
業
種
の
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

︱
女
性
部
員
募
集
中
！
︱

商工会議所メンバーと団結宮城のポーズ

県下商工会女性部部員が集まった昨年の交流研修会の模様

全国連ECサイト「ニッポンセレクト.com」
新規顧客会員登録青年部キャンペーンで
全国 1位を獲得！（都道府県別、商工会青年部別）

全国の中小・小規模事業者の商品を広く取扱い、新たな
販路拡大と販売促進を図るための全国連ECサイト「ニッポ
ンセレクト.com」の新規顧客会員数の獲得を狙った「青年
部キャンペーン」が10月26日から 2月29日の期間実施され、
本県青連は都道府県別ランキングで全国一位を獲得！
また、青年部別ランキングにおいても、利府松島商工会
青年部が全国一位を獲得して宮城県はダブル受賞を果たし、
3月17日に開催された全国商工会青年部連合会の臨時総会
の席において全青連表彰を受けました。
●都道府県別新規登録者数ランキング【上位 3位】
　 1位　宮城県商工会青年部連合会（2,259名）
　 2位　大分県商工会青年部連合会（1,330名）
　 3位　兵庫県商工会青年部連合会（1,256名）
●商工会青年部別新規登録者数ランキング【上位 3位】
　 1位　宮城県利府松島商工会青年部（741名）
　 2位　兵庫県三田市商工会青年部（670名）
　 3位　大分県九州アルプス商工会青年部（378名）
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